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今
年
２
月
末
、
北
茨
城
市

当
局
は
「
市
民
病
院
を
４
月

か
ら
地
方
公
営
企
業
法
の
一

部
適
用
か
ら
全
部
適
用
へ
移

行
す
る
」
と
提
案
。
こ
れ
を

受
け
、
北
茨
城
市
職
員
組

合
は
県
本
部
と
連
携
し
、
全

適
化
に
伴
う
課
題
の
共
有
化

を
図
る
た
め
、
３
月
の
学
習

会
を
は
じ
め
、
組
合
加
入
の

必
要
性
を
訴
え
な
が
ら
の
オ

ル
グ
活
動
な
ど
、
市
民
病
院

職
員
組
合
の
結
成
に
む
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

９
月
29
日
に
は
、
北
茨
城

市
民
病
院
職
員
組
合
結
成
準

備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
組

合
結
成
に
む
け
た
協
議
や
、

周
知
チ
ラ
シ
の
作
成
・
配
布

行
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
経

な
が
ら
10
月
30
日
、
北
茨
城

市
民
病
院
職
員
組
合
結
成
大

会
が
組
合
員
30
人
参
加
の
中

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
組
合
結
成
準
備
委

員
会
の
大
友
晴
美
委
員
長
よ

り
、
結
成
に
至
る
ま
で
の
経

過
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
来
賓
と
し
て
、
市

毛
北
茨
城
市
職
員
組
合
委
員

長
が
「
同
じ
市
で
働
く
職
員

と
し
て
、
各
種
課
題
を
共
有

化
し
、
連
帯
し
た
取
り
組
み

を
め
ざ
そ
う
」
と
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
北
ブ
ロ
ッ
ク
議

長
、
高
萩
市
職
、
常
陸
太
田

市
職
、
茨
城
県
病
院
局
労
組

か
ら
も
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
事
に
移
り
、
大
友
準
備

委
員
会
委
員
長
よ
り
、
組
合

規
約
、
運
動
方
針
、
予
算
、

役
員
体
制
の
議
案
提
案
を
受

け
、
全
体
の
拍
手
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
役
員
の
紹
介

と
あ
い
さ
つ
、
最
後
に
、
大

友
新
委
員
長
の
結
成
大
会

宣
言
を
兼
ね
た
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　

自
治
体
病
院
の
「
地
方
公

営
企
業
法
」
の
「
全
部
適
用
」

へ
の
変
更
は
、全
国
的
に
は
、

経
営
の
効
率
化
優
先
か
ら
コ

ス
ト
カ
ッ
ト
を
理
由
と
し
た

職
員
の
賃
金
を
含
む
労
働
条

件
の
変
更
を
病
院
独
自
で
決

定
で
き
る
範
囲
が
拡
大
す
る

こ
と
や
、
そ
れ
に
伴
う
病
院

職
場
の
環
境
悪
化
だ
け
で
な

く
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
患
者
へ
の
負
担
が
増
す
な

オスプレイは来るな
横田基地配備反対に 2300 人

　

10
月
25
日
、
東
京
・
福

生
市
の
多
摩
川
中
央
公
園

で
「
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
基

地
配
備
に
反
対
す
る
東
京
集

会
」
が
開
か
れ
、
関
東
地
方

を
中
心
に
オ
ス
プ
レ
イ
配
備

に
反
対
す
る
約
２
３
０
０
人

の
労
働
者
・
市
民
が
集
結
し

ま
し
た
。

　

集
会
は
主
催
団
体
を
代
表

し
て
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
藤

本
事
務
局
長
が
「
オ
ス
プ
レ

イ
の
危
険
性
は
運
用
が
始
ま

れ
ば
低
く
な
る
と
米
国
防
省

が
説
明
し
て
い
た
が

そ
う
な
っ
て
は
い
な

い
。
米
国
で
は
基
地

の
中
で
し
か
低
空
訓

練
を
し
な
い
が
、
狭

い
日
本
の
基
地
で
は

無
理
だ
。
基
地
周
辺

住
民
に
は
切
実
な
問

題
だ
」
と
訴
え
ま
し

た
。

　

ま
た
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
・

オ
ス
プ
レ
イ
東
日
本
の
小
原

事
務
局
長
、
戦
争
を
さ
せ
な

い
東
京
１
０
０
０
人
委
員
会

の
宮
本
東
京
地
公
労
議
長
、

全
国
基
地
爆
音
訴
訟
原
告

団
連
絡
協
議
会
の
大
波
事
務

局
長
、
沖
縄
平
和
運
動
セ
ン

タ
ー
大
城
事
務
局
長
、
第
９

次
横
田
基
地
公
害
訴
訟
原
告

団
の
福
本
団
長
が
登
壇
し
、

そ
れ
ぞ
れ
連
帯
の
挨
拶
を
寄

せ
ま
し
た
。

　

集
会
後
、
参
加
者
は
横
田

基
地
に
沿
っ
て
デ
モ
行
進
、

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
を
訴

え
ま
し
た
。

ど
、
多
く
の
問
題
が
生
じ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
全
部
適
用
」
に

移
行
し
た
と
し
て
も
、
た
だ

ち
に
病
院
の
経
営
改
善
に

直
結
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
皆
無

の
た
め
、
病
院
当
局
よ
り
、

「
思
っ
た
よ
う
な
改
善
効
果

が
無
い
た
め
、
独
法
へ
の
変

更
（
も
し
く
は
民
間
へ
の
委

譲
）
を
す
る
」
な
ど
の
理
由

か
ら
、
病
院
の
独
立
行
政
法

人
化
や
、
民
間
委
託
の
動
き

に
繋
が
っ
た
例
も
数
多
く
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
北
茨
城
市
民
病
院

職
員
組
合
は
、
市
職
員
組
合

と
と
も
に
市
職
連
合
と
し
て

共
闘
体
制
を
確
立
し
、賃
金
・

労
働
条
件
の
改
善
を
め
ざ
し

て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　

茨
城
の
地
域
医
療
を
考
え

る
会
は
、
２
０
０
９
年
５
月

16
日
の
水
戸
市
で
の
第
１
回

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
以
降
、

県
内
各
地
で
の
べ
５
回
開
催

し
、
県
内
の
地
域
医
療
を
め

ぐ
る
問
題
を
検
証
し
、
啓
発

し
て
き
ま
し
た
。

　

10
月
31
日
、
第
６
回
目
の

活
動
と
な
る
「
地
域
医
療
学

習
会
」
を
自
治
労
会
館
で
開

き
、
県
内
の
医
療
関
係
者
な

ど
68
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
鈴
木
博
久
地

域
医
療
を
考
え
る
会
代
表
が

あ
い
さ
つ
。「
医
療
を
取
り

巻
く
状
況
は
厳
し
い
が
、
県

内
の
医
療
を
め
ぐ
る
諸
課
題

を
指
摘
し
て
い
き
た
い
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
和
田
連
合
茨
城

会
長
が
、
集
中
豪
雨
で
被
災

し
た
常
総
市
に
対
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
ア
ジ
ア
の

人
々
に
救
援
衣
類
を
送
る
運

動
な
ど
の
活
動
を
紹
介
し
な

が
ら
、
地
域
医
療
の
充
実
を

め
ざ
す
取
り
組
み
の
重
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。

　

次
に
、
永
井
秀
雄
茨
城
県

立
中
央
病
院
名
誉
院
長
が「
死

角
の
な
い
医
療
と
茨
城
の
課

題
」
と
題
し
て
講
演
。

　

永
井
さ
ん
は
、「
医
療
に

お
け
る
死
角
」
に
つ
い
て
、

ま
ず
、「
医
療
安
全
の
死
角
」

を
第
一
に
上
げ
、
横
浜
市
大

病
院
な
ど
全
国
の
医
療
事
故

を
例
に
、「
自
他
の
反
省
を

も
と
に
、
個
人
の
責
任
と
し

な
い
病
院
全
体
の
取
り
組

み
で
死
角
を
な
く
す
取
り
組

み
」
が
重
要
と
指
摘
し
ま
し

た
。
二
番
目
と
し
て
、「
診

療
の
質
の
死
角
」
を
上
げ
、

患
者
の
高
齢
化
に
伴
う
医
療

現
場
の
対
応
に
つ
い
て
「
が

ん
患
者
で
も
外
科
だ
け
で
な

い
循
環
器
内
科
・
脳
神
経
外

科
の
総
合
的
・
専
門
的
な
診

療
能
力
が
加
わ
る
こ
と
」
や

「
高
齢
者
の
胆
石
症
・
高
度

肥
満
合
併
症
に
対
し
て
は
、

外
科
だ
け
で
な
く
、
栄
養

士
・
神
経
内
科
医
・
老
人
施

設
長
・
介
護
士
な
ど
多
職
種

連
携
に
よ
っ
て
」
死
角
の
な

い
医
療
が
達
成
で
き
る
こ
と

な
ど
、
具
体
的
事
例
を
通
じ

て
「
死
角
の
な
い
良
質
な
診

療
と
は
、『
抜
け
』
の
な
い

診
療
」だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

三
番
目
と
し
て
、「
地
域
医

療
の
死
角
」
を
上
げ
、
救
急

医
療
問
題
を
取
り
上
げ
、
救

急
患
者
の
収
容
率
の
低
さ
、

た
ら
い
回
し
な
ど
の
問
題
に

対
し
て
救
急
医
療
利
用
の
適

正
化
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
配

備
、
医
師
の
確
保
と
労
働
環

境
の
改
善
な
ど
救
急
医
療
の

充
実
を
訴
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
茨
城
の
課
題
を

上
げ
、
医
師
数
不
足
の
改
善

な
ど
医
療
現
場
の
シ
ス
テ
ム

改
善
、
総
合
医
療
と
専
門
医

療
の
融
合
、
県
民
へ
の
医
療

教
育
の
充
実
を
訴
え
ま
し

た
。

北茨城市民病院職組結成大会で決意を述べ
る新役員の皆さん

オスプレイ配備反対をアピー
ルしてデモ行進する参加者

地域医療学習会で講演する永井秀雄茨城県
立中央病院名誉委員長

変えよう奨学金  若者の学びと成長を
社会全体で支えよう！

若者を苦しめる奨学金問題の解決を！
給付型奨学金制度導入と無理のない返済制度を！
―給付型奨学金制度の導入・拡充と教育費負担の軽減
を求める署名―

◇名　称　　給付型奨学金制度の導入・拡充と
　　　　　　教育費負担の軽減を求める署名
◇集約日　　2016 年１月 15 日（金）
◇目標数　　一人２筆
◇送付先　　自治労茨城県本部

署名活動
実施中
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各
単
組

新
役
員

執
行
委
員
長

副
執
行
委
員
長

〃
書
記
長

書
記
次
長

財
政
局
長

組
織
対
策
部
長

給
与
対
策
部
長

教
育
宣
伝
部
長

福
利
厚
生
部
長

青
年
女
性
対
策
部
長

社
会
福
祉
対
策
部
長

執
行
委
員
長

副
執
行
委
員
長

〃
書
記
長

書
記
次
長

執
行
委
員

〃〃〃〃〃

執
行
委
員
長

副
執
行
委
員
長

書
記
長

書
記
次
長

〃
執
行
委
員

〃〃〃

執
行
委
員
長

副
執
行
委
員
長

書
記
長

執
行
委
員

長

津

英

樹

平

澤

弘

行

奥

谷　

勉

桃

井

雅

和

海
老
澤　

歴

大
和
田 

松 

子

小

野

翔

平

森　

万

純

久
保
田
美
由
紀

石

島

雅

子

西
連
寺 

拓 
也

千

葉

愛

子

大
久
保 

喜 

博

古

川　

聡

宮

本

博

之

大
久
保 

智 

史

水
野
谷 

敏 

英

鴻

巣

将

幸

君

崎

恵

一

飯

田

一

至

青

山

哲

士

杉

山

裕

史

清

水

昭

宏

小

室

史

一

播
田
実 

哲 

也

廣

瀬

雅

之

川 

村 

理
恵
子

大
久
保　
　

光

白 

石 

恵
美
子

木

村

直

道

植

田

義

成

北

見

基

幸

大

友

晴

美

仁

田　

学

西

田

龍

彦

小
山
田 

和 
代

茨
城
町
職
員
労
働
組
合

市
町
村
職
員
共
済
組
合
職
員
組
合

　

県
本
部
女
性
部
は
10
月
20

日
、
水
戸
市
の
県
民
文
化
セ

ン
タ
ー
で
、
第
59
回
定
期
大

会
を
開
き
、
２
０
１
６
年
度

活
動
方
針
、
鈴
木
陽
子
新
女

性
部
長
（
那
珂
）
と
す
る
新

役
員
体
制
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
黒
江
県
本
部

委
員
長
、
重
黒
木
中
央
本
部

女
性
部
長
、
大
高
み
よ
Ｉ
女

性
会
議
議
長
、
飯
田
正
美
水

戸
市
議
会
議
員
な
ど
の
来
賓

あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
経
過
報

告
、
た
た
か
い
の
総
括
、
女

（
那　

珂
）

（
神　

栖
）

（
大　

洗
）

（
北
茨
城
）

（
高　

萩
）

（
大　

子
）

（
大　

洗
）

（
鹿　

嶋
）

（
行　

方
）

（
県　

職
）

（
県　

職
）

部

長

副
部
長

書
記
長

執
行
委
員

〃〃〃〃〃〃〃

鈴 

木　

陽 

子

小 

田　

貴 

子

齋 

藤　

由 

紀

板 

橋　

久 

美

森　
　

未 

来

八
木
澤  

恵 

美

小
野
瀬  
美 

穂

生
井
澤  
律 
子

高 

野　

照 
代

蔀 　
　

明 

美

青 

木　

幸 

子

女性部執行体制

女性部定期大会であいさつする小室部長

　

県
本
部
青
年
部
は
10
月
21
日
、
水
戸
市
の
県
民
文
化
セ
ン

交
流
を
基
本
に
し
た
２
０
１

６
年
度
活
動
方
針
を
決
定
す

る
と
と
も
に
、和
泉
勇
希（
鹿

嶋
市
職
）
さ
ん
を
新
青
年
部

長
と
す
る
新
役
員
を
選
出
し

ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
黒
江
県
本
部

委
員
長
、
中
村
中
央
本
部
青

年
部
長
、
藤
田
幸
久
参
議
院

議
員
、
菅
谷
毅
鹿
嶋
市
議
会

議
員
、
郡
司
彰
民
主
党
県
連

会
長
が
来
賓
と
し
て
激
励
の

あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

和 

泉　

勇 

希

大 

津　

祥 

久

根 

本　

祥 

平

藤 

咲　

   

基

丹 　

  

洋 

輔

片 

桐　

大 

貴

柳 

沢　

賢 

治

茂 

木　

祐 

希

菊 

池   　

翼

部

長

副
部
長

副
部
長

書
記
長

執
行
委
員

〃〃〃〃

（
鹿　
　

嶋
）

（
常
陸
大
宮
）

（
大　
　

洗
）

（
常
陸
太
田
）

（
東　
　

海
）

（
大　
　

洗
）

（
鉾　
　

田
）

（
石　
　

岡
）

（
県　
　

職
）

青年部定期大会であいさつする鈴木青年部長

２
０
１
６
年
度
青
年
部
執
行
体
制

　

県
本
部
町
村
評
議
会
は
10

月
14
日
、
自
治
労
会
館
で
２

０
１
５
年
度
総
会
を
開
き
、

活
動
方
針
や
新
役
員
を
選
出

し
ま
し
た
。

　

総
会
冒
頭
、永
山
議
長（
大

子
町
職
）
は
、「
町
村
交
流

集
会
、
組
合
員
ノ
ー
ト
作
成

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

単
組
の
活
動
に
役
立
つ
町
村

評
運
動
を
進
め
て
い
き
た

い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
、
全
体
の
拍
手
で

承
認
。
続
い
て
、
新
役
員
体

制
の
選
出
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
大
子
町
職
の
國

谷
康
夫
新
議
長
の
音
頭
で
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三
唱
、
町

村
評
議
会
総
会
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

國　谷　康　夫（大子町職）
近　藤　康　範（東海村職）
浅　野　進太朗（県本部）
長　津　英　樹（茨城町職）
小野瀬　憲　優（大洗町職）
川　又　美　樹（城里町職）
坂　入　紀　章（阿見町職）
松　葉　時　男（美浦村職）
仲　代　直　人（河内町職）

國　谷　康　夫（大子町職）

議 長
副 議 長
事務局長
幹  事
〃
〃
〃
〃
〃

関東甲地連町村評幹事

2016年度町村評議会役員体制
　

次
に
、
浅
野
事
務

局
長
か
ら
活
動
経
過

報
告
、
活
動
方
針
が

タ
ー
分
館
で

第
59
回
定
期

大
会
を
開

き
、
学
習
・

町村評総会であいさつする永山議長

か
す
み
が
う
ら
市
職
員
組
合

北
茨
城
市
民
病
院
職
員
組
合

県本部町村評議会が総会

性
の
労
働
権
を
確
立
す
る
た

め
の
権
利
確
立
強
化
月
間
な

ど
の
２
０
１
６
年
度
活
動
方

針
を
決
定
し
ま
し
た
。


